
 
令和７年１０月２１日 
日本弁理士会関東会 

弁理士の日記念イベントの企画提案及び運営にかかる業務委託について 

日本弁理士会関東会は、令和８年の弁理士の日記念イベントに関する企画及び
運営を行う委託事業者を以下要領により公募いたします。併せて、業務委託に関
する説明会も開催しますので、入札を希望される業者各位におかれまして は、
必ずご出席くださいますようお願いいたします。 
 

１．公募概要 
日本弁理士会では、毎年７月１日を「弁理士の日」に制定しています。この「弁理
士の日」にちなみ、以下のテーマ及び対象にて実施するイベントの業務委託を行い
ます。 

① テーマ 「ちば、ちざい探検隊 －ひらめきギュ！ 発明大作戦－」 

② 対象年齢 幼稚園児～小学生 
⇒お子様が興味を持つ催しによって、親子連れに立ち寄っていただき、お子
様だけでなく同伴の大人にも、楽しみながら弁理士や知的財産制度に興味
を持っていただけるイベントの実施を予定しております。 

 
２．開催要領 
原則リアル開催を想定しています。 

（１）場所 
開催時期を考慮し、千葉県内で集客ができ且つ屋内で冷房の効く場所をご提案

下さい。 
過去の当イベントの実績から、交通の便のよいショッピングモールが望ましい

と考えています。 

（過去の実績） 
令和３年：ＷＥＢ開催 

令和４年：イオンレイクタウンｋａｚｅ翼の広場（越谷市レイクタウン 4-2-2） 

令和５年：ＦＫＤインターパーク店（宇都宮市インターパーク 6-1-1） 

令和６年：けやきウォーク前橋（前橋市文京町 2-1-1） 

令和７年：イーアスつくば（つくば市研究学園 5-19） 
（参考：https://www.jpaa-kanto.jp/committees/millennium-project#patentday） 

【業務委託に関する説明会】 
・日 時：令和７年１０月２９日（水）１０時～１２時頃 
・会 場：Teamsによるオンライン説明会 
・説明事項：本件業務の概要と予算等 
・注意事項：説明会における説明事項、交付資料については、本件提案にのみ

用いること、第三者には開示しないことを誓約していただきま 
す。 

・参加方法：１０月２８日（火）正午までに、参加される方の 
①お名前、②会社名、③メールアドレス 
を下記担当までメールにてご連絡ください。 
参加用の URL を ③ のアドレス宛にメールでお知らせします。 

・担 当 者：関東会事務室 高岡（info-kanto@jpaa.or.jp） 
TEL 03-3519-2751 

https://www.jpaa-kanto.jp/committees/millennium-project#patentday
mailto:info-kanto@jpaa.or.jp


 
（２）時期 
令和８年６～８月（土日祝いずれか１日で開催） 
※過年度７月開催。会場の確保が難しい場合はこれ以降でも応相談。 
なお、時期的に他のイベントとのコラボレーションができるようならご提案く

ださい。 
（３）内容 
小学生くらいのお子様が、「観てみたい」、「やってみたい」と興味を持つ、

又は幼稚園児から小学生くらいのお子様をお持ちの親御さんが、「子どもに体験
させたい」と惹きつけられる出展内容を通じて、来場者が、弁理士の業務内容や
知的財産制度の概要を理解し、弁理士や知的財産制度に興味を持ってもらうイベ
ントにしたいと考えています（参考：【別紙２】弁理士の仕事内容）。 
⇒企業活動における知的財産の重要性、及び知的財産の専門家が弁理士である
ことを、少しでも周知させる内容を盛り込んで下さい。イベント会場での滞
在時間向上へ向けたご提案もいただけると有り難いです。 
また、弁理士が運営する企画として、弁理士による知財相談、及び発明工作（ア
イデアを形にしたり、発明の効果を体感したりできる工作体験）は、本イベント
で必須です。その他に、弁理士が参加できる企画をご提案いただけると有り難い
です。 
弁理士会では、電子紙芝居、着ぐるみ（はっぴょん・弁理士会キャラクタ
ー）、発明工作のコンテンツがあります。 

＜企画例＞ 
・タレントによるステージショー 
 名前だけで人が呼べる有名タレントであることは必須ではなく、むしろ会場近
くを通りがかった人を、「誰かわからないけれど、面白そうなことをやってい
るからちょっと観ていこう」と呼び込める方が好ましい。 

（例）過去のイベント例「明和電機のゆかいな仲間たち」やワクワクさん等のタ
レントや、地元で活動する芸人、「うたのママパパ」のように、ユーチュー
ブで子供たちに大人気のタレント 

・弁理士の職業体験 
・駄菓子詰め放題 
・ご当地キャラ着ぐるみの出演 
・知財絡みの謎解きクイズ 
・会場（ショッピングモール）に出店している店舗のファサードから、登録商標を
見つけるスタンプラリー 
・地元の企業、大学、研究機関による展示 

＜参考要望＞ 
・弁理士、知的財産テーマだけでは集客力が弱いので、タレントによるステージ
ショーを開催し、通りがかりのお子様や家族連れなどの興味を惹いて、来場を
促したい。同伴の親御さんも来場頂き、ステージショーのなかで弁理士や知財
のことに触れてもらい、工作もやっていこうという話になると良い。 

・メインステージでは、例えば、BAYFM等の地元ラジオ局のパーソナリティや、
千葉県内で有名なアナウンサーなど、全体を通して盛り上げてもらえる方に司
会をお願いしたい。 

・来場者が途絶えて会場内が閑散としている時間がないように、ステージショー
に登壇するタレントを複数依頼して、常にステージ上で催しが行われている状
態にするなどの工夫をいただけると有り難い。 
※合計謝金がタレント予算枠の範囲で収まるように工夫して貰いたい。 

・メインステージでは科学ショーの時間も設けたい。 
・工作のブースを対象年齢毎に複数設け、かつ、夏休みの自由研究に役立つ発明
工作としてもよい。 



・工作内容は弁理士会からも提案可能。 
・工作とステージイベントを同時並行で行ってもよいし、イベント時は工作を中
断し、イベントに集中するようなタイムスケジュールでもよい。工作スペース
はイベント会場に近いことが望ましい。 

・工作は地元の企業で制作している工作用品を使用するのもよい。 

 
３．業務委託内容 
■運営事務局の設置 
■進行状況の管理・報告 
■ 会場・使用備品の手配 
※会場については事前の空き状況の確認もお願いします。 
※当日のみの使用で問題ないかの確認もお願いします。前日から必要な場合は
その費用も含めて計上ください。 

■広報全般 
特設サイト・SNS サイトの設置（※注意事項あり）、バナー掲載、案内配信

（メルマガ等）、広告掲載、ラジオ・テレビＣＭ・当日中継、新聞記事、タウ
ン誌取材記事、チラシ・ポスター等の提案 

（参考）チラシの作成・配布 
2022 年実施時のチラシ枚数⇒10,000 枚、ポスター枚数⇒83 枚 
2023 年実施時のチラシ枚数⇒9,070 枚、ポスター枚数⇒78 枚 
2024 年実施時のチラシ枚数⇒データのみ作成 
※チラシ・ポスターは必須ではありません。昨年同様データのみ作成し
て企画に費用をかける方が好ましいです。 

※注意事項（変更の可能性あり） 
特設サイトについては、www.jpaa-kanto.jp の下階層にアップロードし、設

置後の更新については、委託事業者で作成・修正したページを当会ＨＰの管理会
社にその都度連絡し、アップロードさせる。 
作成するページのデータは、静的に作成し、画像・pdf・css・JavaScript・ 

html 等がディレクトリ単位で完結していること。（パスは相対パスで記述する
等）文字コードは UTF-8 とすること。 

■当日配布するノベルティグッズの提案（※必須ではない。弁理士会でも用意可
能） 
■イベント準備（弁理士、日本弁理士会関東会事務局を含めた関係者との連絡調
整、資料の手配等） 

■当日運営 
※会場によっては設営・原状復帰まで行っていただく場合があります。 
※スタッフの交通費は実費精算 
※当日参加者のお弁当代も含めてください(例年弁理士会から 20 名ほど参加) 

■終了報告（ＨＰ掲載作成を含む。） 

 
４．提案書等の提出 
（１）提出期限：令和７年１１月２０日（木）１６時必着 
（２）提案書の必須記載事項： 
（ａ）提案概要と提案詳細（企画内容・広報全般） 

http://www.jpaa-kanto.jp/


（ｂ）実施及び実施体制（全体計画、会場、日程、告知、運営） 
（ｃ）費用見積 
（ｄ）令和元年以降の実績 
（ｅ）会社概要等 
（ｆ）キャンセル規定 
※提案書の書式に決まりはありません。 

（３）提出部数 ２部、データ（CD-ROM） 
（４）提出先：日本弁理士会関東会 担当：高岡 

〒100-0013 東京都千代田区霞が関 3-2-6 東京倶楽部ビル 14 階 
TEL：03-3519-2751  

※ご郵送またはご持参くださいますようお願いいたします（メール送付
は不可）。 

※提案内容について、ヒアリングを行うことがあります。 

 
５．提案書のプレゼン 
提出いただいた提案書について、さらに当イベント企画ＷＧで詳細を確認

したい業者の方にはプレゼン（オンライン）を行っていただきます。日程は
１２月頭頃を予定しておりまして、詳細については該当企業に個別にご案内
させていただきます。 

 
６．落札業者決定方式 
総合評価落札方式で行います。 

 

 

以上 


